
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
八
号

日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す
る

大
陸

だ
な棚

の
南
部
の
共
同
開
発
に
関
す
る
協
定
の
実

施
に
伴
う
石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
の
開

発
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

内
閣
は
、
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接

す
る
大
陸

だ
な棚

の
南
部
の
共
同
開
発
に
関
す
る
協
定
の
実
施

に
伴
う
石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
の
開
発
に
関
す

る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第

四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
手
数
料
）

第
一
条
　
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す

る
大
陸

だ
な棚

の
南
部
の
共
同
開
発
に
関
す
る
協
定
の
実
施

に
伴
う
石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
の
開
発
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十

二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
が
納

付
す
べ
き
手
数
料
の
額
は
、
同
表
の
中
欄
に
定
め
る
金

額
（
電
子
申
請
等
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政

の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五

十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定

す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
同
法
第
三

条
第
八
号
に
規
定
す
る
申
請
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
よ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
金

額
）
と
す
る
。

納
付
す
べ
き
者

金
額

電
子
申
請
等
に

よ
る
場
合
に
お

け
る
金
額

一
　
法
第
十
条
第
三
項

（
同
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
許
可
の
申
請
を
す

る
者

一
件
に
つ
き

　
九
万
九
千

九
百
円

一
件
に
つ
き
　

九
万
六
千
五
百

円

二
　
法
第
十
二
条
の
許

可
の
申
請
を
す
る
者

イ
　
探
査
権
の
設
定

一
件
に
つ
き

　
十
三
万
九

千
円

一
件
に
つ
き
　

十
三
万
五
千
百

円

ロ
　
採
掘
権
の
設
定

一
件
に
つ
き

　
二
十
二
万

七
千
二
百
円

一
件
に
つ
き
　

二
十
二
万
二
千

五
百
円

三
　
法
第
十
五
条
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
す
る

者

一
件
に
つ
き

　
八
千
四
百

円

一
件
に
つ
き
　

七
千
九
百
円

四
　
法
第
二
十
一
条
第

一
項
の
認
可
の
申
請
を

す
る
者

一
件
に
つ
き

　
十
一
万
七

千
百
円

一
件
に
つ
き
　

十
一
万
二
千
四

百
円

五
　
法
第
二
十
四
条
第

一
項
の
認
可
の
申
請
を

す
る
者

イ
　
探
査
権
の
移
転

一
件
に
つ
き

　
十
一
万
五

千
五
百
円

一
件
に
つ
き
　

十
一
万
七
百
円

ロ
　
採
掘
権
の
移
転

一
件
に
つ
き

　
十
五
万
二

千
四
百
円

一
件
に
つ
き
　

十
四
万
七
千
七

百
円

六
　
法
第
三
十
八
条
第

三
項
の
認
可
の
申
請
を

す
る
者

一
件
に
つ
き

　
十
万
三
千

三
百
円

一
件
に
つ
き
　

九
万
九
千
八
百

円

（
総
務
大
臣
等
へ
の
通
知
）

第
二
条
　
法
第
四
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産

業
大
臣
が
総
務
大
臣
及
び
関
係
県
の
知
事
に
通
知
す
べ

き
事
項
は
、
当
該
登
録
に
係
る
事
項
及
び
登
録
番
号
と

す
る
。

（
水
質
汚
濁
防
止
法
の
適
用
）

第
三
条
　
操
業
管
理
者
た
る
特
定
鉱
業
権
者
に
関
す
る
水

質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八

号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十
条
の

四
中
「
鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九

号
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の

両
国
に
隣
接
す
る
大
陸

だ
な棚

の
南
部
の
共
同
開
発
に
関
す

る
協
定
の
実
施
に
伴
う
石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資

源
の
開
発
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
と
す
る
。

（
破
産
法
の
適
用
）

第
四
条
　
特
定
鉱
業
権
に
関
す
る
破
産
法
（
平
成
十
六
年

法
律
第
七
十
五
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

法
第
七
十
八
条
第
二
項
第
二
号
中
「
鉱
業
権
」
と
あ
る

の
は
、
「
特
定
鉱
業
権
」
と
す
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
適
用
）

第
五
条
　
特
定
鉱
業
権
に
関
す
る
国
税
徴
収
法
（
昭
和
三

十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
法
第
六
十
八
条
第
五
項
及
び
第
八
十
七
条
第

一
項
第
三
号
中
「
鉱
業
権
」
と
あ
る
の
は
、
「
特
定
鉱

業
権
」
と
す
る
。

（
法
人
税
法
等
の
適
用
）

第
六
条
　
特
定
鉱
業
権
に
関
す
る
法
人
税
法
（
昭
和
四
十

年
法
律
第
三
十
四
号
）
及
び
法
人
税
法
施
行
令
（
昭
和

四
十
年
政
令
第
九
十
七
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
法
第
五
十
条
第
一
項
第
五
号
及
び
同
令
第
十
三

条
第
八
号
イ
中
「
租
鉱
権
」
と
あ
る
の
は
、
「
租
鉱
権
、

特
定
鉱
業
権
」
と
す
る
。

（
印
紙
税
法
の
適
用
）

第
七
条
　
特
定
鉱
業
権
に
関
す
る
印
紙
税
法
（
昭
和
四
十

二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
法
別
表
第
一
第
一
号
の
課
税
物
件
の
欄
中
「
鉱

業
権
」
と
あ
る
の
は
、
「
特
定
鉱
業
権
」
と
す
る
。

（
海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
施
行
令
の
適
用
）

第
八
条
　
操
業
管
理
者
た
る
特
定
鉱
業
権
者
に
関
す
る
海

洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政

令
第
二
百
五
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令

第
三
条
第
四
号
中
「
鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
八
十
九
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

届
出
を
し
、
又
は
同
条
第
二
項
（
同
法
第
八
十
七
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
同
法
第

六
十
三
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
認
可
を
受
け
た
施
業
案
（
同
法
第
六
十
三
条
の
三
の

規
定
に
よ
り
同
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二

項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
施
業
案
を
含

む
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間

の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸

だ
な棚

の
南
部
の
共
同
開
発
に
関

す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス

資
源
の
開
発
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
た
施
業
案
」
と
す
る
。

（
火
薬
類
取
締
法
の
適
用
）

第
九
条
　
操
業
管
理
者
た
る
特
定
鉱
業
権
者
に
関
す
る
火

薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
七
条
第
一
項

第
四
号
中
「
鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八

十
九
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の

間
の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸

だ
な棚

の
南
部
の
共
同
開
発
に

関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ

ス
資
源
の
開
発
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
と
、
「
試
掘
」

と
あ
る
の
は
「
探
査
」
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
一
二
月
四
日
政
令
第
三

八
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
三
月
二
五
日
政
令
第
三

八
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
九
年
四
月
一
三
日
政
令
第
九

七
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
十
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
二
〇
日
政
令
第
四

九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
二
日
政
令
第
五
九

号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
二
五
日
政
令
第
四
九

号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
二
四
日
政
令
第
七
七

号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
四
日
政
令
第
六
七

号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
実
施
の
公
示
が
さ
れ
た
情
報

処
理
技
術
者
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
納
付
す
べ

き
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
二
四
日
政
令
第
九

八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
一

一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
四
日
政
令
第
五

七
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
〇
日
政
令
第

三
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
破
産
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年

一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
六
日
政
令
第

四
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
鉱
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
政
令
第
一

八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る

行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に

行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政

手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て

「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二

月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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